
腎臓と泌尿器系の障害

犬の尿路感染症
尿路感染症（UTI）は、生涯で 14 % の犬が罹患すると報告
されています。

キーメッセージ

   犬のストルバイト尿路結石症の多くは、Staphylococcus pseudointermedius などのウレアーゼ産生菌による尿路
感染症の合併症として発症します。尿路結石の除去や尿路結石の再発防止の鍵となる抗生物質（培養と感度で選
択）との組み合わせで、栄養はストルバイト尿路結石の溶解に重要な役割を果たします。  

   理想的な体調を維持できるような食事を与えることで、尿路感染症のリスクを減らすことができるかもしれません。 

   尿路感染症の多くは、糞便性細菌による上行性感染症です。過体重や 肥満の犬は、尿路性器に余分な皮膚があ
り、糞便中の細菌が住みやすい環境にあるため、尿路感染症のリスクが高くなる可能性があります。 

   研究により、猫の尿路感染症の危険因子として低いボディコンディションスコアが特定されています。これは、痩せ
た猫では全身の免疫力が低下しているからかもしれません。低体重の犬で同じことが起こるかどうかは、確立され
ていません。 

   相反するデータがありますが、尿路感染症の多くある危険因子として、糖尿病など栄養管理が重要な役割を果たす他
の疾患の存在が示唆されています。

尿路結石は食事の影響を直接受けるものではありませんが、ストルバイ
ト尿路結石症（最も一般的な 2 種類の尿路結石の 1 つ）、高いボディコ
ンディションスコア、糖尿病など、栄養学的に反応するいくつかの病気や
状態に関連している可能性があります。

治療用の栄養

Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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